
鏡山学区自治連合会、京阪バス株式会社、
山科区役所が合同で

JCOMMマネジメント賞を受賞しました

次期山科区基本計画を策定中
～令和２年度第２回山科区民まちづくり会議を開催しました～

特殊詐欺にご注意！

第70回
み
ん
な
で「
第
２
期
山
科
区
基
本
計
画
」に
取
り
組
も
う
！

区
民
活
動

リ
レ
ー

き

連載

ず
な

四
ノ
宮
ゆ
か
り
の
琵
琶
を
次
世
代
へ

　

平
安
時
代
に
琵
琶
の
名
手
で
あ
っ
た
人
康
親
王
が
隠
棲
し
た
と
伝
わ
る

山
科
区
四
ノ
宮
。
当
連
載
の
第
53
回
（
平
成
30
年
1
月
号
）
で
取
り
上
げ

た
よ
う
に
、
弦
楽
ふ
る
さ
と
の
会
は
、
そ
の
地
元
ゆ
か
り
の
琵
琶
を
通
じ

て
ま
ち
の
歴
史
や
魅
力
を
伝
え
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
山
科
で
も
様
々
な
場
面
で
市
民
活

動
に
自
粛
や
中
止
な
ど
の
影
響
が
出
て
い
る
中
、
ミ
ニ
琵
琶
を
製
作
し
小

学
校
な
ど
に
寄
贈
す
る
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
、
代
表
の
小
谷
昌
代
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
「
こ
れ
ま
で
、
四
ノ
宮
散
策
や
公
演
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
演
奏
す
る
こ
と

が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
な
か
な
か
広
ま
ら
な
い
と
感
じ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
大
き
な
要
因
は
楽
器
が
身
近
に
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。」

　

琵
琶
は
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
通
じ
て
日
本
に
伝
来
し
た
楽
器
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
日
本
に
琵
琶
製
作
を
専
門
と
す
る
職
人
は
と
て

も
少
な
く
、
古
琵
琶
な
ど
も
高
額
で
取
引
さ
れ
手
に
入
り
に
く
い
と
の

こ
と
。
そ
の
た
め
、
数
年
前
か
ら
独
自
に
ミ
ニ
琵
琶
の
製
作
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
「
材
料
も
高
価
な
の
で
、
使
い
や
す
さ
も
考
え
て
サ
イ
ズ
を
小
さ
く
し

た
結
果
、
持
ち
運
び
も
し
や
す
く
、
ま
た
子
ど
も
で
も
弾
き
や
す
く
な
り

ま
し
た
。『
四
ノ
宮
物
語
』
と
い
う
琵
琶
弾
き
語
り
紙
芝
居
を
山
科
の
全

小
中
学
校
に
寄
贈
済
み
で
す
。
楽
譜
も
つ
け
て
い
る
の
で
、
あ
と
は
楽
器

さ
え
あ
れ
ば
弾
き
語
り
が
で
き
ま
す
。」
琵
琶
の
弾
き
方
や
楽
器
に
つ
い

て
学
べ
る
動
画
もYouTube

で
見
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
そ
う
で
す
。

　

今
回
寄
贈
す
る
の
は
小
学
校
3
校
、
大
学
の
寮
、
子
育
て
関
連
団
体

の
計
5
か
所
。
そ
の
う
ち
の
ひ
と
つ
、
安
朱
小
学
校
で
は
12
月
に
5
、

6
年
生
を
対
象
に
、
様
々
な
琵
琶
に
ふ
れ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
た
そ
う
で
す
。

「
琵
琶
は
ウ
ク
レ
レ
よ
り
も
抑
え
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
、
簡
単
で
す
。

今
の
子
ど
も
た
ち
が
興
味
を
持
っ
て

く
れ
れ
ば
、
山
科
の
歴
史
を
次
世
代

に
つ
な
い
で
い
け
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。」

　

寄
贈
す
る
ミ
ニ
琵
琶
の
内
側
に
は

生
徒
た
ち
が
サ
イ
ン
を
し
ま
し
た
。

材
料
が
揃
っ
た
ら
組
み
立
て
も
生
徒

と
一
緒
に
実
施
す
る
そ
う
で
す
。
平

安
時
代
に
は
皇
族
や
貴
族
に
愛
さ
れ

た
楽
器
、
琵
琶
を
、
現
代
の
山
科
で

子
ど
も
た
ち
が
奏
で
る
。
歴
史
の
ロ

マ
ン
を
感
じ
ま
す
ね
。

（
京
都
市
ま
ち
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
佐
藤
友
一
）

 

問
合
せ
区
総
務
・
防
災
担
当
（
☎
592-

３
０
６
６
）

民
生
児
童
委
員
と
し
て
の
活
動
が
認
め
ら
れ

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞
！

市　民　し　ん　ぶ　ん　山科区版　　 第302号　　令和3年2月15日　（4）再生紙・植物油インクを使用しています。
不要になれば古紙回収等に出してください。

市民しんぶんへの広告（１～４面下欄）を募集中。【問合せ】販売代理店の（株）ウィット ( ☎ 072-668-3275)　 ※広告内容等は市が推奨するものではありません。

●JCOMMマネジメント賞は、国内のモ
ビリティ・マネジメント（ＭＭ）についての
様々な取組に貢献した個人・団体を表彰
するものです。
　12月19日、鏡山学区自治連合会が中心
となって活動を行っている鏡山循環バス
のMM活動について、その継続性や地域
住民が一丸となってバス利用促進を通じ
たコミュニティ活性化に取り組んでいるこ
とが評価され、受賞することとなりました。
●特に、鏡山小学校総合学習でのMM教
育の実践は地域の将来を考える契機を創り出すとして高く評価されました。
　その一環として、鏡山小学校5年生がバス停名や乗換案内をアナウンスする「子ども
車内アナウンス」が開始されています。
　子どもたちの元気のよい声が車内に流れていますので、お出かけの際には鏡山循環
バスをご利用いただき、児童による車内アナウンスに耳を傾けてみてください。
※�モビリティ・マネジメント：過度な自動車利用から公共交通等の適切な利用を促すコミュニケー
ションを中心とした活動

問合せ 区まちづくり推進担当（☎592-3088）

　山科区では、令和3年度から5年間の山科
区の地域づくりの指針となる「第3期山科区
基本計画」の策定に取り組んでいます。
　12月24日、東部文化会館において「第2
回山科区民まちづくり会議」を開催しました。
　当日は、新型コロナウイルス感染症拡大
防止のため、午前と午後の2部に分けて開催

し、参加委員の皆様には、そのご関心分野やご専門分野に応じて4グループに分かれ、7�
つのテーマ（基本施策）に関わる今後の具体的な取組等について活発に意見交換いた
だきました。
　�「第3期山科区基本計画」は、今後、パブリックコメント等を実施し、今年夏頃の策定を
目指します。

問合せ 区総務・防災担当（☎592-3066）

　11月13日、山科区民生児童委員会の前坂
己美子会長が、令和2年度社会福祉功労者厚
生労働大臣表彰を受賞されました。
　これは、職務に精励し、その功績が特に顕著
であると認められる民生児童委員に対して贈
られるもので、長年にわたる社会福祉や児童
福祉への貢献が認められたものです。
　この度、大西山科区長から、日々の活動に敬
意と感謝の意を表するとともに、その受賞を
讃え表彰の伝達を行いました。�
問合せ 区健康長寿推進課�地域支援担当

（☎592-3214）

　令和2年中、山科区では18件、合計約3,856万円もの
特殊詐欺被害が発生しました。
▼こんな電話は詐欺です！すぐに警察に連絡してください▼

　山科警察署では、特殊詐欺被害抑止対策として、防犯
機能付き固定電話の購入補助事業を実施しています。
補助金額 2,000円
対　象 山科警察署管内の京都府電機商業組合加盟店で

防犯機能付き固定電話を購入された方
問合せ 山科警察署（☎575-0110）

キャッシュカードの切替え
の時期になりました。
今からキャッシュカードを
受け取りに行きます。

還付金を支払うので、
暗証番号を教えてく
ださい。


